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モ
ン
ゴ
ル
・
新
世
代
経
営
者
の
活
躍

西
　
澤
　
正
　
樹

　
　
　
　
〜
農
牧
業
の
再
生
と
輸
入
代
替
〜

　
モ
ン
ゴ
ル
は
一
九
九
二
年
二
月
、
新
憲
法
を
施
行
、

約
七
〇
年
間
続
い
た
社
会
主
義
と
計
画
経
済
体
制
を
転

換
し
、
資
本
主
義
市
場
経
済
へ
の
移
行
途
上
に
あ
る
。

日
本
の
約
四
倍
の
国
土
に
約
二
四
八
万
人
の
人
口
を
擁

す
る
こ
の
国
は
、
原
油
、
石
炭
、
銅
、
希
少
金
属
な
ど

の
地
下
資
源
の
賦
在
量
は
豊
富
で
、
ま
た
、
広
大
な
草

原
は
二
、
〇
〇
〇
〜
三
、
〇
〇
〇
万
頭
の
羊
、
山
羊
、

馬
、
牛
、
駱
駝
の
飼
育
を
支
え
て
い
る
。

　
国
民
の
識
字
率
九
九
％
、
就
学
人
口
約
六
五
万
人
の

う
ち
約
一
二
万
人
が
四
制
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
に
進

み
、
語
学
能
力
の
高
い
人
的
資
源
の
蓄
積
が
進
ん
で
い

る
。
モ
ン
ゴ
ル
国
は
一
次
資
源
と
知
識
集
約
的
な
人
的

資
源
が
豊
富
で
、
資
本
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る

と
い
え
る
。

　
資
源
豊
富
・
資
本
不
足
の
モ
ン
ゴ
ル
が
健
全
な
産
業

発
展
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
し

て
産
業
組
織
ご
と
に
外
資
導
入
政
策
お
よ
び
輸
出
促
進

政
策
と
輸
入
代
替
政
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
外
資
導
入
、
輸
出
促
進
に
関
し
て

は
政
策
的
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
法
制
度
や
投
資
環

境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
輸
入
代
替
に
関

し
て
は
未
だ
明
確
な
政
策
方
針
が
見
え
ず
、
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
資
本
不
足
経
済
に
お
い
て
は
、
外
貨
の
「
入
り
」
を

増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
「
出
」
を
抑
制
し
、
国
内
で
の

資
本
循
環
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
実
体
経
済
を
担
う
ミ
ク
ロ
経
済
が
活
発
に

創
生
、
活
躍
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
二
〇
〇
三
年
八
月
と
九
月
に
実
施
し
た
モ

ン
ゴ
ル
中
小
企
業
六
五
社
の
経
営
実
態
調
査
の
な
か
か

ら
、
モ
ン
ゴ
ル
に
新
し
い
企
業
経
営
者
が
登
場
し
活
躍

し
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
て
い
く
。
最
初
の
ケ
ー
ス

は
、
農
牧
業
の
再
生
、
農
畜
産
物
の
高
次
加
工
、
農
畜

産
物
の
輸
入
代
替
さ
ら
に
は
輸
出
を
図
り
、
地
域
産
業

の
復
興
を
求
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　 

ベ
レ
ム
（BEREN
）
社
の
創
生
と
成
長

　
ベ
レ
ム
社
社
長
の
ム
ン
フ
ト
ル
氏
（
一
九
六
六
年
生

ま
れ
）
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
学
に
留
学
し
物
理
学
を

修
め
て
八
九
年
に
帰
国
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

物
理
研
究
所
に
配
属
さ
れ
た
。
体
制
転
換
を
契
機
に
九

〇
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
開
発
会
社
を
創
業
し

た
。
国
営
企
業
の
経
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
発
電
所
ボ
イ
ラ
ー

の
自
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を
受
注

す
る
一
方
、
併
行
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
商
社
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品
の
輸
入
販
売
に
よ
っ
て
原
資
本
を
蓄

積
し
た
。

　
し
か
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
分
野
で
は
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
は
な
れ
な
い
と
考
え
た
氏
は
、
農
牧
業
分
野
を

意
識
し
た
事
業
に
展
開
し
て
い
く
。
国
営
企
業
や
国
営

農
業
会
社
が
民
営
化
さ
れ
る
な
か
で
青
色
バ
ウ
チ
ャ
ー

を
買
い
集
め
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
パ
ン
工
場
と
フ
エ

ル
ト
工
場
、
食
肉
解
体
・
冷
凍
工
場
、
ブ
ル
ガ
ン
県
の

製
粉
工
場
を
所
有
し
て
い
く
。

　
現
在
、
ベ
レ
ム
社
は
持
ち
株
会
社
と
な
り
、
ベ
レ
ム

グ
ル
ー
プ
全
体
で
約
一
、
〇
〇
〇
人
の
従
業
員
を
雇
用

し
て
い
る
。
氏
が
グ
ル
ー
プ
全
体
を
統
括
し
、
各
事
業

分
野
は
五
人
の
兄
達
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
と
な
っ
て
い

る
。
兄
弟
は
全
員
ロ
シ
ア
等
の
大
学
へ
の
留
学
経
験
者

で
あ
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
メ
カ
ニ
ク
ス
、
地

質
、
経
済
な
ど
を
専
攻
し
て
い
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
コ
ン
　

　
　
　
　
　
　
ピ
ュ
ー
タ
部
品
の
輸
入
販
売
（
長
兄
）

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
パ
ン
工
場
（
次
兄
）

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
フ
エ
ル
ト
工
場

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
な
ど
三
ヵ
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
肉
解
体
・
冷
凍
倉
庫

　
　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
倉
庫
　
　
　
一
〇
〇
ト
ン

　
　
ブ
ル
ガ
ン
県
の
倉
庫
　
　
　
　
　
三
〇
〇
ト
ン

　
　
オ
ー
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
の
倉
庫
　
五
〇
〇
ト
ン

　
ブ
ル
ガ
ン
県
の
製
粉
工
場
と
農
牧
場
経
営
（
三
兄
）

　
セ
レ
ン
ゲ
県
、
中
央
県
の
五
ヵ
所
の
農
場
経
営
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農
牧
業
の
民
営
化
と
そ
の
後

　
計
画
経
済
下
の
農
牧
業
は
、
全
て
の
ソ
ム
（
郡
）
に

ネ
グ
デ
ル
（
農
牧
業
協
同
組
合
）
が
配
置
さ
れ
、
国
家

へ
の
農
畜
産
物
の
供
給
義
務
を
担
っ
て
い
た
。
計
画
経

済
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
ネ
グ
デ
ル
は
九
一
年
の
民

営
化
法
の
公
布
か
ら
数
年
で
解
体
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の

家
畜
は
個
人
や
協
同
組
合
に
私
有
化
さ
れ
た
。
全
耕
作

地
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い
た
五
三
ヵ
所
の
国
営
農
場

の
場
合
、
ネ
グ
デ
ル
機
構
を
残
す
と
い
う
観
点
か
ら
、

全
面
的
な
民
営
化
に
は
向
か
わ
ず
「
カ
ン
パ
ニ
（
株
式

会
社
）
方
式
」
に
よ
っ
て
主
要
な
資
産
を
カ
ン
パ
ニ
に

保
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
数
多
く
の
農
牧
業
会
社
、
農
牧
業
協
同
組

合
、
自
営
牧
民
が
生
ま
れ
た
。
農
牧
業
会
社
お
よ
び
協

同
組
合
は
九
五
年
時
点
で
五
一
三
を
数
え
た
。
二
〇
〇

〇
年
ま
で
農
牧
業
の
各
部
門
の
産
出
量
は
増
加
、
も
し

く
は
横
ば
い
を
維
持
し
、
鉱
工
業
部
門
の
低
迷
を
補
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
多
く
の
会
社
、
組
合
は

種
子
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
機
具
補
修
部
品
な
ど
の
不

足
、
生
産
物
の
流
通
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
不
備
、
二
年

続
い
た 

ゾ
ド
（
大
雪
） 

に
よ
る
影
響
で
、
ほ
と
ん

ど
の
農
牧
品
目
の
産
出
量
が
減
少
と
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
小
麦
の
収
穫
量
は
九
〇
年
に
は
約
六
〇
万

ト
ン
で
あ
り
輸
出
も
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
減
少

を
続
け
〇
二
年
に
は
約
一
二
万
ト
ン
と
い
う
状
況
に
あ

る
。
小
麦
の
国
内
最
低
需
要
量
が
約
三
〇
万
ト
ン
と
い

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
〇
二
年
は
小
麦
約
一
四
万
ト
ン
、

小
麦
粉
約
一
〇
万
ト
ン
を
輸
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
は
コ
メ
コ
ン
体
制
下
で
食
肉
、
乳

製
品
、
皮
革
製
品
の
輸
出
基
地
と
し
て
畜
産
資
源
の
優

位
性
を
発
揮
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
数
年
の
牛
乳
、

牛
肉
、
各
種
皮
・
毛
皮
の
産
出
量
は
減
少
し
、
パ
ッ
ク

牛
乳
、
バ
タ
ー
な
ど
を
輸
入
す
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　
体
制
転
換
後
の
五
〜
六
年
は
民
営
化
、
私
有
化
に
よ

る
生
産
意
欲
の
昂
揚
と
計
画
経
済
下
で
蓄
積
さ
れ
た
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
産
は
増
加
し
た
。

そ
の
後
、
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え
の
不
具

合
が
露
呈
し
、
天
候
不
順
の
影
響
も
重
な
り
、
基
幹
産

業
の
農
牧
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
間

に
、
多
く
の
農
牧
業
会
社
、
協
同
組
合
が
倒
産
し
た
と

い
わ
れ
る
。

　
農
牧
業
を
基
盤
と
す
る
事
業
戦
略
を
進
め
る
ベ
レ
ム

社
は
、
活
動
不
全
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
農
牧
業
会
社
に

投
資
し
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
生
産
─
加
工
─
販
売
一
貫

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
農
牧
業
の
再
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
現
在
、
ベ
レ
ム
社
が
注
力
し
て
い
る
事
業
は
、
ブ
ル

ガ
ン
県
で
の
農
場
経
営
（
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
）
と

施
設
型
畜
産
（
養
豚
、
乳
牛
、
肥
育
牛
）
で
あ
る
。
ブ

ル
ガ
ン
県
の
県
都
ブ
ル
ガ
ン
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か

ら
北
に
約
二
五
〇

の
ダ
ル
ハ
ン
市
へ
、
そ
こ
か
ら
西

へ
約
一
七
〇

の
エ
ル
デ
ネ
ッ
ト
市
を
経
由
し
、
さ
ら

に
約
六
〇

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
昨
年
、
ダ
ル
ハ

ン
か
ら
エ
ル
デ
ネ
ッ
ト
ま
で
の
道
路
が
全
線
舗
装
化
さ

れ
た
の
で
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
は
約
七
時
間
の
行

程
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ガ
ン
県
は
人
口
約
六
四
、
〇
〇
〇
人
、
国
内
最

大
の
農
牧
業
県
の
セ
レ
ン
ゲ
県
に
次
ぐ
穀
倉
地
帯
を
擁

し
て
い
る
。
当
社
の
製
粉
・
飼
料
工
場
は
ブ
ル
ガ
ン
県

最
大
の
企
業
で
あ
り
、
約
三
〇
〇
名
の
雇
用
を
創
出
し

て
い
る
。
地
域
経
済
の
発
展
は
当
社
の
成
長
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。

　
ベ
レ
ム
社
は
「
農
業
（
小
麦
、
野
菜
）
─
製
粉
・
野

菜
─
パ
ン
・
菓
子
加
工
─
国
内
販
売
」
と
「
農
業
（
と

う
も
ろ
こ
し
、
小
麦
）─
飼
料
─
施
設
型
畜
産
─
食
肉
・

皮
革
・
乳
製
品
加
工
─
国
内
販
売
と
輸
出
」
と
い
う
二

系
統
の
事
業
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

事
業
モ
デ
ル
は
、
ム
ン
フ
ト
ル
氏
が
〇
二
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
日
本
研
修
で
着
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
昨
年
、
ブ
ル
ガ
ン
県
の
農
場
の
小
麦
の
収
穫
は
一

四
、
〇
〇
〇
ト
ン
を
予
定
し
て
い
た
が
降
雨
量
が
少
な

く
七
、
〇
〇
〇
ト
ン
に
留
ま
っ
た
。
今
期
、
作
付
け
た

小
麦
と
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
順
調
に
育
っ
て
お
り

豊
作
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年
春
か
ら
畜
舎
と
飼
料
倉
庫

を
建
設
し
、
中
国
か
ら
種
豚
を
輸
入
、
国
内
で
乳
牛
を

　
　
ブ
ル
ガ
ン
県
で
の
農
牧
業
経
営

主要農畜産品産出量の推移

区分 20021980 1990 1995 2000

牛  肉

羊肉・山羊肉

豚  肉

羊  毛

カシミア原毛

牛  乳

卵( 百万個)

単位：千トン

  資料：Mongolian Statistical Yearbook 1997,2000,2002
  　　　National Statistical office of Mongolia

70.6

1.0
20.1

225.7
21.1
286.8
229.8

26.0

穀 物 類
 (うち小麦)
ジャガイモ
野  菜

66.2
132.3
7.9
21.1
1.5
315.7
38.0
718.3
596.2
131.1
41.7

69.4
111.5
0.6
19.6
2.1
369.6
3.5
261.4
256.7
52.0
27.3

113.4
120.0
0.9
21.7
3.3
375.6
6.7
142.1
138.7
58.9
44.0

60.7
94.9
0.3
17.0
2.9
276.6
4.2
125.9
123.1
51.9
39.7
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集
め
施
設
型
畜
産
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。

　
　
　
農 

業 

会 

社 

の 

再 

興

　
二
年
続
い
た
天
候
不
順
で
地
方
の
多
く
の
農
業
会

社
、
協
同
組
合
が
倒
産
し
地
方
経
済
は
疲
弊
し
て
い

た
。
ベ
社
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
域
の
農
業
会
社
の
経
営

権
を
購
入
し
、
約
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
麦
、
飼
料
用

と
う
も
ろ
こ
し
農
場
の
経
営
を
引
き
継
い
で
い
る
。
耕

作
地
は
国
有
で
あ
る
の
で
国
と
二
〇
年
間
の
使
用
権
契

約
を
結
ぶ
。
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
年
間
使
用

料
は
一
〇
万
ト
ゥ
グ
ル
グ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ベ
社
は

年
間
一
、
〇
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
ル
グ
（
約
一
〇
〇
万
円
）

の
土
地
使
用
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
経
営
を
受
け
継
い
だ
農
業
会
社
の
社
員
を
再
雇
用

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
を
修
理
し
、
休
耕
地

と
耕
作
地
の
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
を
決
め
、
土
壌
改
良
や

蒔
種
前
の
起
耕
を
行
い
小
麦
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
昨
年
、
収
穫
し
た
約
七
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
小
麦
は

売
上
換
算
で
約
八
億
四
、
〇
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
ル
グ
と
な

り
、
そ
れ
を
製
粉
し
約
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
小
麦
粉
を

得
た
。
昨
年
の
小
麦
粉
の
価
格
は
一
八
〇
ト
ゥ
グ
ル
グ

／
キ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
全
国
的
な
不
作
に
よ
る
品
不
足

で
低
品
質
の
輸
入
小
麦
に
依
存
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

国
内
産
の
新
鮮
な
小
麦
粉
は
市
場
価
格
三
二
〇
ト
ゥ
グ

ル
グ
／
キ
ロ
ま
で
上
昇
し
た
。
ベ
社
の
産
出
し
た
五
、

〇
〇
〇
ト
ン
の
小
麦
粉
を
販
売
し
た
な
ら
ば
、
約
一
六

億
ト
ゥ
グ
ル
グ
（
約
一
億
六
、
〇
〇
〇
万
円
）
の
売
上

高
と
な
る
勘
定
で
あ
っ
た
。
一
部
を
自
社
の
パ
ン
工
場

の
原
料
と
し
て
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
し
て
い
る
の

で
、
農
牧
場
経
営
に
投
資
し
た
分
を
差
し
引
い
て
も
黒

字
決
算
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
製
粉
工
場
の
経
営
再
建

　
こ
う
し
た
農
場
経
営
の
成
功
を
支
え
た
の
は
、
ブ
ル

ガ
ン
県
の
旧
国
営
製
粉
工
場
を
再
建
し
て
い
た
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ブ
ル
ガ
ン
県
の
製
粉
工
場
は
旧
ソ
連
の

協
力
に
よ
り
五
八
年
に
建
設
さ
れ
た
。
七
五
年
に
設
備

の
更
新
が
行
わ
れ
、
七
九
年
に
は
飼
料
サ
イ
ロ
を
増
設

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
八
九
年
に
は
小
麦
の
殻
、
フ
ス

マ
の
処
理
設
備
、
三
六
、
〇
〇
〇
ト
ン
分
の
保
管
サ
イ

ロ
、
防
火
設
備
な
ど
の
投
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。
九
七

年
時
点
で
は
、
製
粉
設
備
、
保
管
施
設
、
二
〇
〇
台
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
持
つ
国
営
工
場
は
、
民
営
化
に
よ
っ
て

六
つ
の
民
営
会
社
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。

　
ベ
レ
ム
社
で
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
第
四
発
電
所
の

会
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品
の

輸
入
販
売
の
利
益
を
投
入
し
、
民
営
化
し
た
六
会
社
の

株
式
を
少
し
ず
つ
買
い
増
し
て
い
き
、
二
〇
〇
〇
年
に

ベ
社
の
一
〇
〇
％
所
有
と
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
総
投
資

額
は
約
六
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
追
加
投

資
を
加
え
、
現
在
、
資
本
金
二
〇
〇
万
ド
ル
の
製
粉
・

飼
料
・
農
業
会
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
再
建
さ
れ
た
工
場
の
製
粉
能
力
は
小
麦
六
〇
ト
ン
／

日
で
、
ベ
社
の
農
場
の
計
画
収
穫
量
の
一
四
、
〇
〇
〇

ト
ン
は
充
分
に
処
理
で
き
る
。
ま
た
、
飼
料
の
加
工
・

保
管
能
力
は
一
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
／
年
で
あ
り
、
牛
、

豚
、
鶏
用
の
混
合
飼
料
を
調
合
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
、

飼
料
は
ロ
シ
ア
や
中
国
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
輸
出
も

し
て
い
た
が
、
今
後
は
政
府
の
農
牧
庁
が
調
達
す
る
備

蓄
飼
料
や
地
元
の
地
域
牧
業
向
け
に
供
給
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
施
設
型
畜
産
へ
の
挑
戦

　
ベ
レ
ム
社
は
、
農
場
経
営
を
基
点
と
し
て
小
麦
の
生

産
、
小
麦
粉
へ
の
加
工
、
さ
ら
に
パ
ン
・
菓
子
の
加
工

販
売
と
い
う
多
段
階
の
投
入
─
産
出
の
経
済
循
環
を
構

築
し
て
い
る
。
ま
た
、
飼
料
の
生
産
・
保
管
、
施
設
型

牧
畜
、
食
肉
加
工
・
保
管
、
フ
エ
ル
ト
生
産
・
加
工
、

食
肉
・
乳
製
品
、
皮
製
品
の
輸
出
と
い
う
さ
ら
に
多
段

階
の
事
業
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
の
畜
産
は
、
計
画
経
済
時
代
に
一
部
で

フ
ァ
ー
ム
型
（
施
設
型
）
畜
産
が
展
開
し
て
い
た
。
し

か
し
、
国
営
農
牧
場
が
民
営
化
後
、
経
営
が
破
綻
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
現
在
、
牧
業
経
営
は
牧
業
世
帯
を
中

心
と
す
る
伝
統
的
な
自
然
遊
牧
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
。
伝
統
的
な
遊
牧
の
場
合
、
冬
季
に
積
雪
が
多
い
と

大
量
の
家
畜
が
餓
死
す
る
。
こ
の
二
年
間
の 

ゾ
ド

（
大
雪
）

 

の
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
九
九
年
に
約

三
、
三
六
〇
万
頭
ま
で
増
加
し
た
五
畜
（
牛
、
馬
、
路

舵
、
羊
、
山
羊
）
は
、
〇
二
年
に
は
約
二
、
三
九
〇
万

頭
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
　
養
　
豚
　
事
　
業

　
ベ
レ
ム
社
は
〇
三
年
か
ら
、
ブ
ル
ガ
ン
県
に
て
施
設

型
養
豚
と
乳
牛
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
養
豚
事
業

に
つ
い
て
は
、
約
二
万
ド
ル
を
投
資
し
製
粉
工
場
の
従

業
員
が
自
力
で
丸
太
の
畜
舎
を
建
設
し
た
。
現
場
で
は

冬
に
向
け
て
中
国
製
の
石
炭
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
暖
房
設

備
を
工
事
中
で
あ
っ
た
。
英
国
種
の
種
豚
三
九
〇
頭
を

中
国
か
ら
輸
入
し
、
既
に
一
〇
〇
頭
の
子
豚
が
生
ま
れ

四
〇
頭
が
妊
娠
中
で
あ
る
。
一
回
の
出
産
で
二
〇
頭
ほ

ど
生
む
の
で
〇
四
年
に
は
約
二
、
〇
〇
〇
頭
に
ま
で
増
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え
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
年
間
三
〇
〇
頭
を
と
殺
し
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
ハ
ム

工
場
や
国
内
消
費
向
け
に
一
、
六
〇
〇
ト
ゥ
グ
ル
グ
／

キ
ロ
で
販
売
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
・

烟
台
水
庫
有
限
公
司
の
冷
凍
設
備
を
導
入
し
、
将
来
は

自
前
の
と
殺
・
肉
処
理
工
場
を
備
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
牛 
乳 

生 

産 

事 

業

　
乳
牛
飼
育
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
に
倒
産
し
た
農
牧

業
会
社
の
飼
育
施
設
を
買
い
取
り
、
修
理
し
て
活
用
し

て
い
る
。
か
つ
て
、
肉
倉
庫
で
あ
っ
た
半
地
下
施
設
に

は
ベ
社
の
飼
料
農
場
か
ら
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
飼

料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
乳
牛
は
当
初
、
内
蒙
古
自
治

区
か
ら
ジ
ャ
ー
ジ
種
を
輸
入
し
よ
う
と
し
た
が
二
、
〇

〇
〇
ド
ル
／
頭
と
高
い
の
で
、
国
内
か
ら
比
較
的
血
統

の
よ
い
乳
牛
五
〇
頭
を
集
め
、
施
設
型
飼
育
、
人
工
授

精
に
よ
る
品
種
改
良
な
ど
の
乳
牛
飼
育
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
を
始
め
た
。
将
来
は
欧
州
か
ら
純
粋
種
の
乳
牛
を

調
達
し
繁
殖
管
理
を
し
て
生
産
性
を
高
め
て
い
く
計
画

で
あ
る
。

　
乳
牛
飼
育
と
と
も
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
牛
乳
の
生
産
を
検

討
し
て
い
る
。
国
内
の
牛
乳
市
場
は
冬
季
に
品
不
足
と

な
り
、
ロ
シ
ア
か
ら
七
〇
〇
ト
ゥ
グ
ル
グ
／
リ
ッ
ト
ル

の
パ
ッ
ク
牛
乳
を
輸
入
し
て
い
る
。
一
方
、
夏
期
に
は

保
管
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
技
術
が
な
い
の
で
生
産
過
剰
と
な

り
腐
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
牛
乳
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
設
備
を
導
入
し
、
ブ
ル
ガ
ン
県
で
の
生
産
者
価
格
一

五
〇
ト
ゥ
グ
ル
グ
／
リ
ッ
ト
ル
の
生
乳
を
原
料
と
し
て

パ
ッ
ク
牛
乳
を
生
産
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
設
備
は
保
存
保
証
期
間
六
ヵ
月
の
ス
イ

ス
製
を
導
入
し
た
い
の
だ
が
価
格
が
一
〇
〇
万
ド
ル
と

高
い
。
保
存
保
証
期
間
三
ヵ
月
だ
が
二
〇
万
ド
ル
の
中

国
製
設
備
に
つ
い
て
、
杭
州
中
亜
机
械
有
限
公
司
と
補

償
貿
易
に
よ
る
設
備
導
入
を
交
渉
中
で
あ
る
。

　
　
　
鹿  
養  
殖  

事  

業

　
ま
た
、
鹿
の
養
殖
事
業
を
構
想
中
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ

ル
の
鹿
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
韓
国
で
あ
っ
た
。
野

生
の
鹿
の
角
（
漢
方
薬
原
料
）
と
肉
を
求
め
多
く
の
ハ

ン
タ
ー
が
山
に
入
っ
た
。
ハ
ン
タ
ー
の
煙
草
の
投
げ
捨

て
が
原
因
で
山
火
事
が
頻
発
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
政
府
は

野
生
動
物
保
護
、
環
境
保
全
に
動
き
、
現
在
は
野
生
鹿

の
狩
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
緯
の
下
で
鹿
の
養
殖
事
業
を
構
想
し
、

角
と
肉
は
韓
国
市
場
へ
、
鹿
皮
は
日
本
市
場
へ
輸
出
し

た
い
と
し
て
い
る
。
日
本
企
業
で
は
「
印
伝
（
伝
統
的

な
高
級
鹿
皮
製
品
）」 

の
原
料
が
不
足
し
て
お
り
、
中
国

か
ら
不
安
定
な
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
ブ
ル
ガ
ン
県
ホ
ブ
ド
山
麓
の
三
つ
の
村
に
は
、
か
つ

て
一
万
頭
規
模
の
国
営
の
鹿
牧
場
が
あ
っ
た
が
、
民
営

化
後
、
倒
産
し
て
い
る
。
一
部
の
鹿
は
野
生
化
し
二
、

〇
〇
〇
頭
余
り
が
生
息
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
生
息

地
域
の
山
を
囲
い
、
飼
料
は
当
社
の
飼
料
工
場
か
ら
小

麦
の
フ
ス
マ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
与
え
繁
殖
さ
せ

よ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ベ
社
は
倒
産
し
た
農
業
会
社
を
再
興

し
、
地
域
の
雇
用
を
維
持
し
、
輸
入
代
替
を
促
し
さ
ら

に
は
輸
出
を
視
野
に
入
れ
た
実
体
経
済
を
担
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
冬
を
乗
り
切
り
、
豚
と
乳
牛
の
施
設
型
畜
産

の
可
能
性
が
開
か
れ
る
と
、
農
業
と
連
動
し
た
畜
産
業

に
よ
っ
て
、
冬
季
に
ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
パ
ッ

ク
牛
乳
の
輸
入
代
替
、
中
国
へ
の
パ
ッ
ク
牛
乳
の
輸

出
、
豚
肉
の
国
内
需
要
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
小
麦
農
場
の
経
営
は
国
内
需
要
の
国
産
化
を
進
め

る
も
の
と
な
る
。

　
ベ
レ
ム
社
の
取
り
組
ん
で
い
る
農
牧
業
と
製
造
業
の

事
業
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
地
方
の
農
牧
業
の
活
性
化
と
都

市
需
要
を
結
ぶ
。
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
経
済
の
挑
戦
が
モ

ン
ゴ
ル
産
業
構
造
の
高
度
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
資
源
豊
富
・
資
本
不
足
の
モ
ン
ゴ
ル
経
済
を
認
識

し
、
自
社
の
経
営
に
取
り
組
み
、
同
時
に
自
国
の
産
業

を
高
め
て
い
く「
志
」を
持
つ
新
世
代
の
経
営
者
が
登
場

し
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
〇
日
〉

（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・(

有)

パ
ス
研
究
所
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表
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締
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建 設 中 の 養 豚 フ ァ ー ム
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